
松
尾
浩
也

著

『
刑
事
訴
訟
法

下
』
補
遺

平
成
一
二
年
以
降
の
法
律
改
正
に
よ
っ
て
、
本
文
の
記
述
に
変

更
を
加
え
る
べ
き
箇
所
を
生
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
重
要

な
判
例
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
次
に
こ
れ
を
掲
げ
、

「
補
遺
」
と
し
ま
し
た
。

（
平
成
一
六
年
一
一
月
）



﹇
法
律
の
改
正
お
よ
び
新
判
例
の
追
加
に
伴
う
補
遺
﹈

六
二
頁
８
行
目

⒞

裁
判
官
面
前
調
書
」
本
文
の
末
尾
に
「
な
お
、
い
わ
ゆ
る
ビ
デ
オ
リ
ン
ク
方
式
に
よ
る
証
人
尋
問
を
行
っ

た
場
合
の
供
述
録
取
書
が
一
号
書
面
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
条
文
に
明
示
さ
れ
た
（
三
二
一
条
一
項
一
号
）
。
ま
た
、
記
録
媒
体
が
作
成
さ

れ
て
調
書
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
特
則
が
設
け
ら

＊
＊

れ
た
。」
を
加
え
る
。

六
二
頁
注
＊
の
次
に
、「
＊
＊

記
録
媒
体
の
取
扱
い

記
録
媒
体
に
は
、
映
像
と
音
声
が
同
時
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
証
人
尋

問
の
内
容
お
よ
び
状
況
の
忠
実
な
再
現
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
法
は
そ
の
証
拠
能
力
を
認
め
、
た
だ
、
取
調
べ
後
、
訴
訟
関
係
人
に
供

述
者
を
証
人
と
し
て
尋
問
す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
と
し
た
（
三
二
一
条
の
二
）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
証
人
は
、
供
述
の
繰
返
し
を
免
れ

る
こ
と
が
で
き
る
。
記
録
媒
体
を
取
り
調
べ
る
場
合
は
、『
再
生
』
の
方
法
に
よ
る
（
三
〇
五
条
三
項
）
。
記
録
媒
体
の
謄
写
は
、
検
察
官

に
も
弁
護
人
に
も
許
さ
れ
な
い
（
四
〇
条
二
項
・
一
八
〇
条
二
項
・
二
七
〇
条
二
項
）
。」
を
加
え
る
。

三
〇
八
頁
12
行
目
の
「
な
お
、」
を
削
り
、
13
行
目
の
末
尾
に
、「
な
お
、
裁
判
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
執
行
を
受
け
る
者
の
所
在
、

資
産
状
態
な
ど
の
調
査
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
の
で
、
公
務
所
ま
た
は
公
私
の
団
体
に
照
会
し
、
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
旨
の

規
定
が
新
設
さ
れ
た
（
五
〇
七
条
）
。」
を
加
え
る
。



五
九
頁
注
＊
＊
＊
の
３
行
目
、「
刑
集
二
六
巻
五
号
三
一
七
頁
）
」
の
後
に
、「
、
国
際
捜
査
共
助
の
要
請
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
供
述
書

（
最
決
平
12
・
10
・
31
刑
集
五
四
巻
八
号
七
三
五
頁
）
、
大
韓
民
国
の
裁
判
所
に
起
訴
さ
れ
た
共
犯
者
の
公
判
調
書
（
最
決
平
15
・
11
・
26
刑
集
五
七

巻
一
〇
号
一
〇
五
七
頁
）
」
を
加
え
る
。

一
一
〇
頁
注
＊
＊
＊
＊
の
末
尾
に
「
ま
た
、
最
決
平
12
・
７
・
17
刑
集
五
四
巻
六
号
五
五
〇
頁
は
、
い
わ
ゆ
る
Ｍ
Ｃ
Ｔ
１
１
８
Ｄ
Ｎ

Ａ
型
鑑
定
の
証
拠
能
力
が
激
し
く
争
わ
れ
た
事
案
に
つ
い
て
、
理
論
的
正
確
性
お
よ
び
実
施
方
法
の
信
頼
性
を
認
め
、
鑑
定
結
果
の
証

拠
能
力
を
肯
定
し
た
。」
を
加
え
る
。

一
一
九
頁
注
＊
＊
に
つ
き
、
一
二
一
頁
二
行
目
の
「
…
…
反
対
意
見
が
付
さ
れ
て
い
る
。」
を
「
…
…
反
対
意
見
が
付
さ
れ
て
い
た

が
、
最
判
平
15
・
２
・
14
刑
集
五
七
巻
二
号
一
二
一
頁
は
、
逮
捕
手
続
に
重
大
な
違
法
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
、
逮
捕
後
に
提
出
さ
れ

た
尿
お
よ
び
鑑
定
書
の
証
拠
能
力
を
否
定
し
た
。
最
高
裁
が
実
際
に
証
拠
を
排
除
し
た
初
の
事
例
で
あ
る
（
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
覚
せ
い

剤
そ
の
も
の
の
証
拠
能
力
は
肯
定
し
た
）。」
に
改
め
る
。

一
二
九
頁
注
＊
＊
の
末
尾
に
「
さ
ら
に
、
甲
乙
二
名
の
共
謀
に
よ
る
殺
人
被
告
事
件
に
つ
い
て
、
殺
害
の
日
時
・
場
所
・
方
法
が
概

括
的
な
も
の
で
あ
る
ほ
か
、
実
行
行
為
者
が
『
甲
又
は
乙
あ
る
い
は
そ
の
両
名
』
と
択
一
的
に
認
定
す
る
こ
と
を
是
認
し
た
最
近
の
判

例
が
あ
る
（
最
決
平
13
・
４
・
11
刑
集
五
五
巻
三
号
一
二
七
頁
）
。」
を
加
え
る
。

一
五
〇
頁
＊
＊
の
末
尾
（
一
五
一
頁
六
行
目
）
に
、「
一
部
の
行
為
に
つ
い
て
単
純
窃
盗
と
し
て
確
定
判
決
を
経
た
後
、
残
部
が
起
訴

さ
れ
た
と
き
は
一
事
不
再
理
の
問
題
を
生
ず
る
が
、
常
習
犯
と
見
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
判
断
の
余
地
が
あ
り
、
最
判
平
15
・
10
・



７
刑
集
五
七
巻
九
号
一
〇
〇
二
頁
は
、
検
察
官
が
残
部
を
単
純
窃
盗
と
し
て
起
訴
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
一
事
不
再
理
の
効
力
は
及
ば

な
い
と
し
た
。」
を
加
え
る
。

一
五
二
頁
２
行
目
に
、「
な
お
、
最
決
平
８
・
９
・
25
平
成
８
年
度
重
要
判
例
解
説
・
刑
事
訴
訟
法
７
参
照
。」
を
加
え
る

三
〇
四
頁
＊
＊
の
末
尾
（
三
〇
五
頁
五
行
目
）
に
、「
⑹
科
刑
意
見
の
と
お
り
に
発
布
さ
れ
た
略
式
命
令
に
対
す
る
検
察
官
の
正
式
裁

判
請
求
を
適
法
と
し
た
判
例
が
あ
る
（
最
決
平
16
・
２
・
16
刑
集
五
八
巻
二
号
一
二
四
頁
）。
被
告
人
に
多
数
の
前
科
が
あ
る
こ
と
が
、
略

式
命
令
発
布
直
後
に
判
明
し
た
事
案
で
あ
る
。」
を
加
え
る
。


